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日本のまんなか

水と緑といで湯の街渋川市

令和 7年 4月 第 1 市長定例記者会見

。日時 令和 7年 4月 7日 (月 )

午後 3時 30分
・場所 市役所本庁舎記者会見室

1 4月 19日 (土)に 「しぶかわ桜まつ り」を開催 します (資料 1)

2 高校生や大学生と連携して作成した啓発チラシ
「ユース世代のためのジプロダクティブ・ヘルス/ライツ」が完成しました

(資料 2)

3 「第 2次渋川市障害者活躍推進計画」を策定しました (資料 3)

4 地域の担い手不足を解消す るため自治会加入 を「渋川市移住者住宅支援事業助成金」

の交付要件 とし地域の活性化 を促進 します (資料 4)

5 渋川市内から東京都等の大学などに通 う学生を応援する
「渋川市定住促進県外通学学生応援事業」を実施 します (資料 5)

その他資料提供

・ ミニシンポジウム 「しぶかわ未来共創 スプ リングセ ッシ ョン in金 島」を

開催 します (資料 6)
・春の全国交通安全運動に伴 う一斉街頭指導を行います (資料 7)

○次回開催予定

日時 :令和 7年 4月 11日 (金)午 後 1時

場所 :渋川市役所本庁舎 2階 記者会見室
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市 長 の 主 な 週 間 日 程

月  日 時間 件 名 場   所 所  管

4月 7日 (月 )

7:15

10:00

13:30

15:30

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

小学校入学式

渋川看護専門学校2025年度入学式

市長定例記者会見

渋川地区 (北 )

小野上小学校

プレヴェール渋川

市役所本庁舎

危機管理室

学校教育課

健康増進課

広報室

4月 8日 (火 )

7:20

10:00

13:30

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

幼稚園 'こども園入園式

渋川地区高等職業訓練校入校式

北橘地区

かに石こども園

渋川地区高等職業訓練
校

危機管理室

学校教育課

広域組合

4月 9日 (水)

7:ヽ 5 春の全国交通安全運動に伴う車両広報 赤城地区 危機管理室

4月 10日 (木 )

7:15

17:00

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

叙勲伝達

子持地区

市役所本庁舎

危機管理室

秘書室

4月 11日 (金 )

7:15

9:00

13:00

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

庁議

市長定例記者会見

小野上地区

市役所本庁舎

市役所本庁舎

危機管理室

政策戦略課

広報室

4月 12日 (土 )

4月 13日 (日 )

10:00

11:00

令和7年度半田自治会定期総会

渋川地区広域圏小野上処分場連絡協議会定期総会

半田自治会館・喜多集
落センター

市環境学習多目的施設

市民協働推進課

小野上行政センター

4月 14日 (月 )

7:30

15:30

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

春の全国交通安全運動に係る一斉街頭指導

伊香保地区

市民会館前

危機管理室

危機管理室



資料 1
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4月 19日 (上)に 「しぶかわ桜まつり」を開催します

約3,000本の桜を有する渋川市総合公園で、桜が見頃を迎える4月 19日 (上 )に

「しぶかわ桜まつり」を開催します6ステ~ジイベントやスタンプラリーなどを

実施するほか、MM-1フ ェスティバル (ま んなか 日まんじゅうフェステイバル)

も同時開催します。

1概  要

約3,000本 の桜を有する渋川市総合公園で、市民に桜を愛で春の訪れを感 じてもら

うことを目的とした企画です。

平成28年に初めて開催 し、今回で8回 目となります。平成29年からは、渋川商工会

議所青年部が中心となつた実行委員会を組織し、運営しています。

当日は、渋川市内各店舗のまんじゅうを味比べできる、MM-1フ ェスティバル (ま

んなか 。まんじゅうフェスティバル)を同時開催します。

日  時  令和 7年 4月 19日 (土)午 前 9時～午後 3時

場  所  渋川市総合公園 (渋川市渋川4272)自 由広場

4 内  容

(1)しぶかわ桜まう り (主催 :しぶかわ桜まつ り実行委員会 )

・ステージアク ト

Voxx Gardens Circusに よるライブが行われます。

※Voxx Gardens Circusは、ライブイベン トを企画、実施 している団体です
。スタンプラリー

スタンプを集めながら桜の名所を散策 していただきます。

・出店コーナー

今年は、市内の飲食店事業者を中心に20店舗以上もの出店が並びます。この

ほか、こどもブースなどを企画 してお り、ぐんまちゃんのふわふわ ド‐ムが登

場 します。

・楽 しい乗 り物コエナー

消防車、 トラックなどの車が展示 され、試乗や記念撮影ができます。

レトロな二輪 自動車 トゥク トックもヌュk場 します。

※状況により内容に変更、中止の場合があります
。ⅣIM〒 1フ ェスティバル

「日本のまんなか」渋川市の 「まん じゅう」をPRするとともに、地域の活

性化を図ることを目的に、渋川地区の「まん じゅう」を一童に集め販売 します。

・渋川バザール

渋川商工会議所青年部の産業祭を開催 します。

※荒天中止です

I



(2)夜桜ライ トアップ (主催 :渋川市)

公園内のレンガ通 り及び 自由広場において桜にスポットライ トをあてるなど夜

桜を楽 しんでいただけます。

・期 間  令和 7年 4月 12日 (土)～ 5月 6日 (火・休 )

※桜の開花状況により変更 とな ります
。時 間  毎 日午後 6時～ 9時

しぶかわ桜まつ り実行委員会

渋川商工会議所青年部

渋川市、渋川商工会議所、公益財団法人渋川市まちづくり財団、

一般社団法人渋川伊香保温泉観光協会、渋川地区物産振興協会

8 記者会見出席者

しぶかわ桜まつ り実行委員長 浦野 雅士 (う らの まさし)さ ん

５

　

　

６

　

　

７
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催
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（
　

後

囲
しぶかわ桜まつ り過去 5カ 年の開催状況

・令和 2年度 ※コロナ ウイルス感染拡大防止のため中止

・令和 3年度 ※コロナ ウイルス感染拡大防止のため中止

・令和 4年度 4月 16日 :来場者数約2,500人

・令和 5年度 4月 15日 :来場者教約1,500人

・令和 6年度 4月 13日 :来場者数約3,000人

■間い合わせ先

建設交通部 部長 木村 博之 (内線4700)

担当 :都市政策課 (電話0279-2卜 8307)

課長 松田 忠義 (内線4790)

管理係長 谷 徳二 (内線4785)
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資料 2

高校生や大学生 と連携 して作成 した啓発チラシ

「ユース世代のためのリプロゲクティブ・ヘルス/ラ イツ」

が完成しました

渋川市は、「男女共同参画」や「女性の健康づ くり」を推進するため、

高校生や大学生と連携 して、「リプロダクティブ Eヘ ルス/ラ イツ (=「性

と生殖に関する健康と権利」)」 を周知し、若年層のヘルスリテラシーを高める

ためのチラシを作成しました。

今後、このチラシを活用し、市内の若年層への周知を図るほか、SNS等で

発信していきます。

1概  要
「リプログクティブ・ヘルス/ラ イツ」は、近年 「SRHR(=セ クシュアル・

リプロダクティブ・ヘルス/ラ イツ、Sexual and Reproductive Health and Right

s)」 ともいわれ、基本的人権、また生涯を通 じた女性の健康支援に関す る重要な概

念の一つ として認識 されています。

一方で、全国的にこの言葉の認知度は低いままであ り、渋川市においても調査を

開始 した平成 19年度以降大きな改善が図られていないことか ら、啓発に向けた さら

なる取 り組みが必要な状況 となつています。

このたび、若年層のヘルス リテラシーを高めるための、ユース世代向けのチラシ

を作成 しました。

作成に当たつては、渋川市内で唯一のユースセンターである 「よはく」を運営す

る一般社団法人ポータル とともに、同センターを利用する高校生及び大学生か ら希

望者を募集 し、応募者が群馬大学の林はるみ教授の指導のもと作成 しました。

2 チラシの内容
「リプログクティブ・ヘルス/ライツ」の基本的な内容のほか、「生理休暇」、「プ

レコンセプションケア」、「低用量ピル」、「デー トDV」 などを紹介し、自分のから

だの健康と権利について、啓発を図るものです。

3

4

チラシの規格  A4サ イズの二つ折 り、カラー 。両面印刷

指導及び監修 国立大学法人群馬大学 ダイバーシティ推進センター

教授兼副センター長 林 はるみ 氏

5 記者会見出席予定者
ユースセンターよはく SRHR啓 発推進メンバー

・長谷川 陽南 (はせがわ ひなみ)さ ん/渋川女子高等学校 3年
・片 桐
。平井
。都 丸
・石 田
・千 明

流
花
唯
美
太

静
逆
　
卿
俊

かたぎり しずる)

ひ らい  ま どか)

と ま る  ゆ い)

い しだ あすみ)

ちぎら しゅんた)

さん/渋川女子高等学校 3年
さん/前橋女子高等学校 2年
さん/渋川女子高等学校 3年
さん/渋川女子高等学校 3年
さん/ユースセンターよはく所長
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6そ の 他

今後、市のホームページや公式 SNSで の発信、公共施設での配架を進めます。

また、市内の若年層に向けたチラシの配布などを含めた周知方法についても、「ユ

ースセンターよはくSRHR啓 発推進メンバー」 と連携 しなが ら、活用を図つてい

きます。

囲
1 「ユースセンターよは く」について

高校生や大学生などのユース世代が、放課後などに思い思いに好きなことをして

過 ごせる学校以外の居場所で、令和 6年 4月 に開所 しました。

(1)所在地 渋川市渋川 1816番地22

(2)開所 日 毎週月・水・金曜 日 (平 日)

(3)利用料 高校生以上 1日 100円

(4)代表者 所長 千明 俊太 (電話07(132770605)

2 「一般社団法人ポータル」について
「ユースセンターよはく」や群馬県からの支援のもと「フリースクールぱれつと」

を同所で開設するほか、前橋市内でもフリースクールやこども食堂を運営 し、子 ど

もの居場所づくりを進めている一般社団法人です。

(1)法人所在地 群馬県桐生市本目生町二丁 目767番地 12

(2)代表者   古井戸 進

3 「ユースセンターよはくSRHR啓 発推進メンバー」について
「リプログクティブ・ヘルス/ラ イツ」の啓発 を図るために、若者世代か らの主

体的かつ多角的な情報発信 を進めるため、高校生以上の世代が集 う場所 「ユースセ

ンターよはく」を運営す る一般社団法人ポータル と連携 し、同センターを利用す る

高校生や大学生の中か ら、企画に参画 してくれるメンバーを募集 しました。

同メンバーは、有識者による女性の健康づ くりの講義を受け、「SRHR」 につい

て理解を深めながら、このチラシを作成 しました。

同チラシをSNSで 発信するほか、令和 7年度 も引き続き、「SRHR」 の啓発に

協力 していただきます。

4 渋川市における「リプロダクティブロヘルス/ラ イツ の言葉の認知度

※群馬県が公表 している中で最新 となる、令和元年度の男女共同参画社会に関す

る県民意識調査結果では、本県における認知度は2.8%で した

■問い合わせ先

総合戦略部 部長 鴻 田 吉史 (内線2410)

担当 :政策戦略課 (電話02792辟 8419)

課長 小野 篤史 (内線2420)

未来戦略係長 齋藤 大輔 (内線2423)

鰺

令和6年 12月

～令和7年1月

【目標値】
令和7年度

平成19年

7月

平成24年

8月

平成29年

8月 ～9月

市民意識調査

結果
15.0%4.3% 4。 1% 4。 2% 6.0%

(速報値)

「リフ
°
ロタ
ヾ
クティガ。ヘルス/ラ

イツ」の言葉の認知度
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資料 3

「第 2次渋川市障害者活躍推進計画」を策定 しました

渋川市は、「渋川市障害者活躍推進計画」の計画期間が令和 7年 3月 31日 で満

了となることから、「第 2次渋川市障害者活躍推進計画」を策定しました。
この計画に基づいて、障害の有無に関わらず職員が互いに協力し合い、誰もが

いきいきと活躍できる職場環境の実現に向けた取り組みを推進します。

1趣  旨

令和元年 6月 に改正 された、障害者の雇用の促進等に関する法律により、障害者の

雇用を一層推進するため、国や地方公共団体が自ら率先 して障害者を雇用する責務が

明示 されました。また、厚生労働大臣が定める指針に則 して、障害者である職員の職

業生活における活躍の推進に関する取 り組みに関する計画の策定が義務付けられま し

た。 これを受けて、渋川市においても、障害者の社会参加 と、障害のある職員の活躍

を推進するため、令和 2年 4月 に渋川市障害者活躍推進計画を策定 しました。

この度、同計画の期間が令和 7年 3月 31日 で満了となることか ら、新たに第 2次計

画を策定 しました。障害のある職員一人ひとりが、その障害の特性や個性に応 じて能

力を有効に発揮 し、職場に定着 して働 き続けることができるように取 り組みを進める

とともに、障害の有無に関わらず多様な人材が活躍できる、誰もが働きやすい職場環

境づ くりに向けた取 り組みを推進 します。

2 計画期間  令和 7年 4月 1日 ～令和12年 3月 31日 (5年間)

3 計画の基本的事項

渋川市障害者活躍推進計画は、障害のある職員の職業生活における活躍推進を目的

とし、国の指針に則 して令和 2年に策定 した計画の期間満了に伴い、第 2次計画を策

定 したものです。

計画期間は、令和 7年 4月 1日 から令和12年 3月 31日 までの 5年間としました。

なお、計画に基づ く取 り組みの実施状況を踏まえ、必要に応 じて期間の途中でも見

直 しを行 うこととしています。

本計画は、庁内イン トラネ ッ トワーク等への掲載による職員への周知のほか、市ホ

ームページでも公開しています。
また、計画に基づ く数値 目標の達成状況等について、毎年度、市ホームページ上に

公表 します。

4 障害者雇用の現状と課題

渋川市では、障害者雇用促進法に基づいて、平成28年度から正規職員について、障

害者を封象 とした採用選考を実施 していますが、平成30年に、過去に行った障害者任

免状況通報の内容について再点検を行ったところ、障害者の範囲に誤 りが見 られ、法

定雇用率が未達成であつたことが判明しました。

そのため、障害者を姑象 とした採用試験の受験資格、年齢要件等の見直 しや、障害

者の特性や希望に合わせた柔軟な勤務形態が可能 となる臨時職員 (会計年度任用職員 )

の採用選考を開始するなど、積極的な採用活動を行い、令和 6年 6月 1日 時点におい

て、法定雇用率を達成 しました。
しか し、令和 8年 7月 には地方 自治体の法定雇用率が3.0%に 引上げとなることか

ら、法定雇用率を維持するために、引き続き積極的な採用を継続する必要があ ります。
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また、障害のある職員がその能力を十分に発揮するために、業務内容や職場環境に

応 じた合理的配慮の提供が重要であることから、働きやすい職場環境をさらに整えて

いくこと、職場環境を起因とする不本意な離職者を生 じさせないため、障害に姑する

理解を深めることなど、障害があっても安心 して働き続けられる職場づくりを推進 し

ていく必要があります。

障害者雇用率の推移 (各年度 6月 1日 現在 )

年度

‐
法定

雇用率

法定雇用障害者数の

算定基礎 となる職員数
障害者数 実雇用率 不足数

令和 2年度 2.50% 1,029,0人 15人 1.46% 10人

令和 3年度

2.60%

997.5人 16人 1.60% 9人

令和 4年度 988,0人 15人 1.52% 10人

令和 5年度 1,011.5人 20.5人 2.03% 5.5人

令和 6年度 2.80% 946.5人 26。 5人 2.80% 0人

5 計画の目標

(1)採用に関する目標 として、計画期間内の各年度 6月 1日 時点において、法定雇

用率を達成することを目標 とし、毎年の任免状況通報により進捗管理を行います。

(2)定着に関する目標 として、職場環境を起因とする不本意な離職者を極力生 じさ

せないよう努めることとし、障害のある職員の退職時には、本人及び所属職員等
ヘ ヒア リング調査を行い、可能な範囲で離職理由の把握を行 うなどし、姑応策を

検証することとします。

6 取組内容

障害者の活躍を推進する体制整備 として、障害者雇用推進者や障害者職業生活相談

員を選任 し相談窓口を設けるほか、ハローフークや障害者生活支援センターなどの外

部関係機関とも連携 し、必要なサポー ト体制を構築することとします。職員の能力や

希望も踏まえ、職務の選定を行い、その後、定期的に面談等を実施することで、業務

の適切なマンチングができているかを点検 し、必要に応 じて業務の見直 しを実施する

ほか、必要な就労支援機器の購入などの環境整備にも引き続 き取 り組みます。

また、障害者が配属 されている部署職員などを対象に、
′
障害者への差別の禁止や合

理的配慮提供等に係 る研修を実施 し、障害への理解酉ユ構成を図 ります。

7 前計画との主な変更点

(1)障害者雇用の現状 と実績を記載
これまでの障害者採用選考の実施状況や、前計画期間内における障害者雇用率

の推移、取 り組みなどの実績を記載 しました。

(2)目 標設定の変更

障害者の採用に関する目標について、前計画では、計画期間終了年度の基準 日

において法定雇用率を達成することを目標 としましたが、第 2次計画では、計画

期間内の各年度の基準 日における雇用率を法定雇用率以上とすることとし、法定

雇用率達成状況を維持することを目指 します。

(3)ア ンケー ト結果等を踏まえた取組内容の見直 し

障害のある職員を対象に実施 したアンケー ト調査の結果を踏まえ、障害への理

解醸成を図るための研修の実施や、相談窓日の周知徹底、職員が部署異動する際、

合理的配慮が必要な事項の情報提供を円滑に行 うなど、安心 して勤務できる職場

づ くりを推進 します。

A0



8 計画書の閲覧方法
(1)渋川市ホームページ

令和 7年 4月 1日 から、市ホームページで公開しています。

(2)市政情報コーナーでの閲覧
令和 7年 4月 1日 から、渋川市役所本庁舎 1階 (市民課前)の市政情報コーナ

ーに計画書を配架しています。

9そ の 他
県内11市においても、障害者の雇用の促進等に関する法律に基づく計画を策定して

います。

計画策定に当たつて実施 した会議等の状況

1 渋川市障害者活躍推進計画推進委員会

障害者である職員の活躍推進、安全安心な職場環境づくりを目的に、全庁的な取り

組みとして庁内関連部署職員で構成する委員会を開催し、電子会議で意見を集約しま

した。
・第 1回 :令和 7年 1月 15日 ～24日
。第 2回 :令和 7年 3月 12日 ～18日

2 計画の基礎 とするためのアンケー ト調査

職業生活における活躍推進に関するアンケ▼ 卜調査を実施 しました。
・実施期間 :令和 6年 12月 19日 ～27日

■間い合わせ先
総務部 部長 星野 幸也 (内線2100)

担当 :人事課 (電話0279-22-2362)

課長 照井 清豊 (内線2111)

人事給与係長 高橋 幸徳 (内線2115)

1と
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資料 4

地域の担い手不足を解消するため

自治会加入を「渋川市移住者住宅支援事業助成金」の

交付要件とし地域の活性化を促進 します

渋川市は、令和 7年度から「渋川市移住者住宅支援事業助成金」の交付要件に

『自治会加入』を加えました。また、新たな加算項目として『消防団谷の加入』

や『市内企業への就職』を追加し、地域活動の担い手不足の解消と地域の活性化

を促進します。

1概  要

渋川市は、人口減少を抑制し、定住人口を増やすことによる地域活性化を目的とし

て、住宅を取得して市外から転入する人に助成金を交付しています。自治会加入者が

微減傾向にあるなか、地域活動の担い手不足を解消し、地域を活性化するため、令和

7年度から『 自治会への加入』を助成金の交付要件としました。

また、新たに『消防団への加入』や『市内企業への就職』を加算項目に加え、移住

者の地域への定着を促進します。

2 助成対象者  渋川市内に住宅を新築または購入 し、市外から転入 した移住者

3 助成要件

次の全てに該当すること

(1)渋川市に初めて住民登録をするまたは転出後 1年以上経過 し再転入 している

(2)渋川市に住民登録をしてから2年以内および所有権保存 (移転)登記をした 日

から 1年以内である

(3)市区町村税 (前年度の賦課期 日に住民登録をしていた市区町村のもの)を滞納

していない

(4)居住地の自治会に加入 している

助 成 額  5万円 l力日算額を含め最大128万円、特別加算該当者は更に100万円)

算 額

助成対象者が40歳未満 =10万円

新築時市内業者利用=30万円

中古住宅取得 =10万円

渋川市空き家バンクの登録物件取得 =30万円

助成対象者が県外からの移住 =20万円

県外からの移住者で災害救助法適用対象の自然災害により居住 していた住宅が

罹災証明で 「半壊」以上の判定を受けている=30万円

(7)市内企業に新規就職 =10万円

(8)消防団に新規力日入=3万 円

(9)居住誘導区域内に住宅を取得 =20万円

(10)過疎地域内に住宅を取得 =10万円
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6 特別加算額

加算額の (1)、 (4)、 (5)、 (9)全てに該当=100万 円

7 申請方法

申請書に必要書類を添えて市民協働推進課へ持参してください。

申請書は市民協働推進課に設置または市ホィムページに掲載しています。詳細は市

ホームページを確認しでください。

8 予 算 額  3,194万 円

9そ の 他

群馬県内では 5市 12町村において住宅取得に係る支援事業を実施 しています。その

うち 1町村が自治会加入を交付要件 としています。

■問い合わせ先           ・

市民環境部 部長 堀口 幸則 (内線1100)

担当 :市民協働推進課 (電話0279-22-2401)

課長 小野 宏仲 (内線4814)

移住定住支援係長 山田のぞみ (内線2181)
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資料 5

渋川市内から東京都等の大学などに通う学生を応援する

「渋川市定住促進県外通学学生応援事業」を実施 します

渋川市は、東京都、神奈川県、千葉県にある大学等に渋川市内から列車を利用

して通学する学生を対象に、通学定期の購入費用を補助する「渋川市定住促進県

外通学学生応援事業」を継続して実施します。

1概  要

高校卒業後に進学する渋川市内在住の若者が、市内に留まることによつて、渋川市

に定住することを促進するため、東京都等にある大学等に市内から列車を利用して通

学する学生に対し、通学定期券の購入費用を補助します。

※「東京都等」とは、東京都、神奈川県、千葉県のことです

※「大学等」とは、学校教育法が定める大学、短期大学、高等専門学校及び専修学校

のことです

2 補助対象者

次の (1)か ら (3)の要件を全て満たす人

(1)補助金申請時に渋川市内に居住していること

(2)補助金申請日の属する年度の末日において25歳以下であること

(3)通学定期券を利用して東京都等の大学等に通学していること

3 補助対象期間

定期券の有効期間が令和 7年 4月 1日 から令和 8年 3月 31日 までの間のもので、東

京都等に通学を開始した日の属する月から学校教育法が定める修業年限までとしま

す。

4 補助対象経費  補助対象期間内の通学定期券の購入費用

5 補助対象額

1会計年度につき、次の (1)又は (2)の金額を上限とし、購入金額が上限に満

たない場合は、購入金額全額を補助 します。

(1)新幹線利用 :月 額 1万円

(2)在来線利用 :月 額5,000円

※百円未満の端数が生 じた場合は切 り捨て

6 申請方法

次の申請書類等を市民協働推進課へ持参又は郵送 してください。

(1)申請書 (様式 )

(2)申請者の住民票

(3)申請者の学生証の写 し又は在学証明書

(4)利用期間等が記載 された通学定期券の写 し

(5)そ の他市長が必要 と認める書類

逓



7 予 算 額  270万円

8 そ の 他

群馬県内では館林市、みなかみ町において同様の支援を実施しています。

囲
令和 6年度の補助実績

(1)補助件数  7件 (内訳 :東京都=7件 (大学生 5人・大学院生 1人・専門学生

1人、男性 3人・女性 4人))

(2)補助金額  37万 5,000円

■問い合わせ先

市民環境部 部長 堀口 幸則 (内線1100)

担当 :市民協働推進課 (電話0279-22-2401)

課長 小野 宏仲 (内線4314)

移住定住支援係長 山田のぞみ (内線2181)
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料 6

ミニシンポジウム

「しぶかわ未来共創スプリングセウシヨン

開催 します

n金島」を

渋川市は、「人口減少」などの課題を市民の皆さんと共有し、共に市の未来を

考えるためのミニシンポジウムの第 3弾を、4月 24日 (木)に金島地区で開催しま

す。

1概  要

全国的にも進む「人口減少」や 「少子高齢化」は、渋川市にも様々な影響を及ぼし

ています。

渋川市が抱える状況を市民の皆さんと共有し、共に市の未来を考えるためのミニシ

ンポジウムを、伊香保地区 。小野上地区に続き、金島地区で開催します。

2 日  時  令和 7年 4月 24日 (木)午後 6時～ 7時30分

3 会  場  金島公民館 ホール (渋川市金井 1999)

4 内  容

伊香保地区・小野土地区同様、「人 口減少やこれに伴 う学校 。公共施設のあり方、

行政サービスの維持など」をテーマとしながら、テーマに関する市の説明の他、参加

者間での意見交換を行います。

対 象 者  市内在住・在学 。在勤の人の他、どなたでも参加いただけます

定  員  50人 (先着順 )

参 カロ料  無料

8 申込方法

(1)氏名、年齢、住所、電話番号を、電話 (0279-25-8419)

またはメール (mirai@cityo shibukawa.gunma.jp)で 政策戦略課ヘ

(2)市ホームページの専用応募フォーム

応募フォームはこちらレ

9そ の 他

(1)今後も、市内各地区で開催する予定です

(2)託児、車椅子、移動の介助、手話通訳等を希望される人は、気軽に相談してく

ださい
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囲
令和 6年度の開催実績について

開催日時 会場 参加者数

しぶかわ未来共創

ウインターセッションin伊香保

令不日7年 2月 6日 伊香保公民館

講義室

13人

しぶかわ未来共創

スプリングセッションin小野上

令不日7年 3月 26日 小野上公民館

講義室

24人

■総合戦略部 部長 鴻田 吉史 (内線2410)

担当 :政策戦略課 (電話0279二 2卜8419)

課長 小野 篤史 (内線2420)

未来戦略係長 齋藤 大輔 (内線2423)
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あなたの思い∠声を、しぶかわの来来 るために

しぶかわ未来共創
スプリングセツシヨンin金 嶺

守:
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盈i貫
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も
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容 I :

プログラム

渋川市が抱える「人口減少」などの課題を、市民の

有し、共に市の未来を考えるため、①テーマに関する市の説明、②

参加者間での意見交換を行う、ミユシンポジウムを地区別で開催

します。今回のテーマは、『人口減少やこれに伴う学校・公共施設

当日は、市の財政や公共施設、水道事業や教育環境の状況をま

とめた資料を配付します。

のあり方、行政サ―ビスの維持など」です。

曽さんと共

申し込み方法

■次のいずれかの方法でお申し込みください。
①電話 (政策戦略課直通、花L0279-25i8419)
②メール(mirdi@cityeshibukawa.gunma.jp)
※氏名、年齢、住所、電話番号をご記載ください。
③市ホームページの専用応募フォーム
※右の二次元コードからご応募ください。
■託児、車椅子、移動の介助、手話通訳等を希望される方は、

お気軽にご相談ください。

■

■

主催 :渋川市

瀞



20



資料 7

４

　

　

５

春の全国交通安全運動に伴う一斉街頭指導を行います

春の全国交通安全運動に伴い、 4月 14日 (月 )に一斉街頭指導を行い ます。

通行車両等に対 して交通安全啓発品を配布 し、交通安全を意識づけて交通事故

防止の徹底を図ります。

1 目  的

交通ルールの遵守 と正 しい交通マナーの実践を習慣付けるとともに、交通事故防止

の徹底を図るため、春の全国交通安全運動に伴 う一斉街頭指導を行います。

2 日   時 令和 7年 4月 14日 (月 )午 後 3時30分～4時 (予定)

※雨天中止

3 場  所  渋川市民会館前 市道駅前通り線

内  容  運転者ヘチラシと啓発品の配布、沿道でのぼ り旗の掲出

参 加 者 渋川市交通封策協議会委員

顧 問  県議会議員、渋川警察署長、渋川交通安全協会長

会 長  渋川市長

副会長  市議会議長、副市長、教育長 ほか

■問い合わせ先

情報防災部 部長 萩原 義人 (内線2105)

担当 :危機管理室 (電話0279-22-2130)

室長 小杉 早苗 (内線2180)

安全安心係長 梅澤 久美子 (内線1144)

2ユ


